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本
年
、
野
村
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

結
成
５
年
目
を
迎
え
、
地
域
の
皆
様
方
と
共

に
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
魅
力
あ

る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
一
層
の
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

野
村
地
区
は
、
引
続
き
安
定
し
て
若
い
世

帯
の
定
住
・
増
加
が
あ
り
、
１５
歳
以
下
の
児

童
数
は
２
６
０
人
を
超
え
ま
し
た
。
盆
踊
り

大
会
や
運
動
会
、
更
に
三
世
代
交
流
も
ち
つ

き
大
会
に
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、

予
想
を
遥
か
に
超
え
る
老
若
男
女
の
人
の
渦

が
見
ら
れ
、
企
画
運
営
に
当
た
っ
た
ま
ち
協

関
係
者
一
同
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

若
い
世
代
の
方
々
の
増
加
に
伴
い
、
安
心

し
て
子
育
て
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
、
本
年
度
か
ら
野
村
地
区

児
童
防
犯
隊
（
青
パ
ト
）
を
結
成
し
地
区
内

の
見
守
り
を
充
実
す
る
こ
と
や
、
昨
年
整
備

工
事
の
終
了
し
た
旧
佐
野
家
を
、
児
童
の
為

に
有
効
活
用
を
図
っ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
活
用
策
は
思
案
中
で
す

が
、
皆
様
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 
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近
年
、
定
年
延
長
や
定
年
後
も
働
く
方
々

の
増
加
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
お
世
話
し
て
頂
く
人

材
を
、
安
定
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
健
康
長
寿
の
三
大
条
件

は
、
①
栄
養
・
②
運
動
・
③
社
会
参
加
で
あ

り
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
が
到
来
し
た

今
日
、
定
年
後
如
何
に
価
値
あ
る
人
生
を
送

る
か
に
よ
り
、
人
と
し
て
こ
の
世
に
生
ま
れ

た
意
味
を
実
感
し
ま
す
。
熟
年
の
時
代
を
、

ご
自
分
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
活
動
の
お

手
伝
い
を
し
て
頂
き
な
が
ら
、
健
康
長
寿
社

会
の
喜
び
を
分
ち
合
っ
て
下
さ
い
。 

お
世
話
頂
け
る
方
は
、
各
自
治
会
長
様

か
、
直
接
野
村
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
健
康
長
寿
の

ご
褒
美
が
頂
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
、
心

よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 

平
成
30
年
の
亀
山
市
総
合
防
災
訓
練
が

29
年
度
に
引
き
続
き
計
画
さ
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
台
風
接
近
の
為
２
年
連
続

で
ま
た
し
て
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

自
治
会
長
並
び
に
、
防
災
防
犯
部
員
で
諸

準
備
に
時
間
を
か
け
訓
練
の
開
催
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
残
念
で

し
た
。 

し
か
し
、
地
域
の
住
民
に
は
防
災
意
識
が

浸
透
し
訓
練
の
重
要
性
が
、
か
な
り
高
ま
っ

て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

２
月
に
は
、
野
村
地
区
の
12
自
治
会
だ

け
の
ミ
ニ
防
災
訓
練
を
、
市
の
防
災
安
全
課

が
中
心
と
な
り
計
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
参
加
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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昨
年
は
雨
で
中
止
だ

っ
た
運
動
会
が
、
10
月
20

日
（
土)

少
し
肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

競
技
参
加
人
数
は
、
２
３
６
名
で
、
応
援

の
方
を
含
め
る
と
約
３
０
０
名
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

翌
日
の
選
挙
の
影
響
で
、
午
前
は
子
ど

も
、
午
後
は
大
人
中
心
の
競
技
種
目
と
し
ま

し
た
が
、
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始
ま
り
、
各
競

技
が
順
調
に
進
み
、
昼
の
休
憩
に
は
親
睦
会

か
ら
綿
菓
子
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど
も
達
は

大
喜
び
で
し
た
。 

 

恒
例
の
仮
装
行
列
も
、
観
客
席
か
ら
拍
手

喝
采
で
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
、
カ
メ
ラ
マ

ン
に
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
記
念
撮
影
、
最
後
の

抽
選
会
に
は
、
１
３
６
軒
と
た
く
さ
ん
参
加

の
も
と
、
い
ろ
い
ろ
な
賞
品
を
手
に
楽
し
い

一
日
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
運
動
会
運
営

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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・
集
会
室
空
調
設
備
補
修 

(

９
月
１０
日
完
了) 

・
集
会
室
屋
根
雨
漏
り
修
理 

(

１０
月
２０
日
完
了) 

ρ

ᵎ

 

・
集
会
室
入
口
南
側
通
路
に
手
摺
り
取
付
け 

(

１
月
完
了
予
定) 

・
男
子
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工
事 

(

２
月
完
了
予
定) 

 

新
規
に
年
間
予
約
状
況
表
を
、
表
示
し
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。 
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３
人
掛
け
の
座
り
机
１５
脚
、
座
布
団
４０

枚
を
配
置
し
ま
し
た
。
自
治
会
な
ど
の
集
会

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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華
や
か
に 菊

花
展 

開
催 

 

今
年
は
猛
暑
や
台
風
の
被
害
で

菊
の
開
花
が
遅
れ
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
１１
月
３
日
～
４
日
に
、
地

区
内
の
菊
愛
好
者
（
15
名
）
の
丹

精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
菊
６６
鉢
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。 

異
常
気
象
の
中
で
の
菊
作
り
に

専
念
さ
れ
た
ご
苦
労
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。 

特
に
、
金
賞
の
谷
明
さ
ん
は
３
年

連
続
受
賞
で
開
花
の
時
期
も
良
く

見
事
な
作
品
で
、
ご
来
場
の
皆
様
方

に
賞
賛
を
頂
き
ま
し
た
。
高
齢
化
等

で
、
出
展
者
の
減
少
傾
向
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
も
菊
花
展
を
盛
大
に
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
様
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
） 

金 

賞 

谷 
 

明 

河
村 

優 

銀 

賞 

山
脇 

博 

若
林 

勇 

銅 

賞 

村
山 

孝 

高
楠
直
夫 

村
山
輝
夫 

櫻
井
文
子 

石
井
美
代
子 

佳 

作 

渡
瀬
八
千
代 

岡
本
妙
子 

図
司
賢
司 

特
別
出
展 

野
尾 

實 

若
林
秀
夫(

審
査
員) 

師
走
の
催
し 

 

農
芸
祭 

開
催 

１２
月
１
日
（
土
）
野
村
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
地
区
の
皆
様
が

丹
精
込
め
た
農
作
物
を
出
品
頂
き
盛
大
に
農

芸
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
の
出
品

は
２６
名
８６
品
目
で
し
た
。 

今
年
は
猛
暑
、
大
雨
、
台
風
な
ど
異
常
気

象
の
中
で
の
栽
培
で
、
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ

う
で
し
た
。 

審
査
の
Ｊ
Ａ
鈴
鹿
の
谷
口
氏
か
ら
「
当
地

区
の
皆
様
は
、
栽
培
の
知
識
と
経
験
が
豊
富

で
生
育
も
素
晴
ら
し
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

午
後
、
市
価
よ
り
か
な
り
安
く
即
売
会
が

行
わ
れ
、
す
ぐ
に
完
売
と
な
り
売
上
金
は
１

７
，
５
０
０
円
で
し
た
。
野
村
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
運
営
資
金
に
充
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

出
品
者
の
皆
様
と
、
当
日

甘
酒
の
接
待
等
で
、
ご
協
力

を
頂
い
た
方
々
に
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
様

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
） 

金
賞 

藤
森 

晋 

日
野
菜 

 

落
合
征
幸 

か
ぼ
ち
ゃ 

 

小
林
歌
子 

里
芋 

銀
賞 

若
林 

勇 

キ
ャ
ベ
ツ 

 

渡
瀬
春
子 

ブ
ロ
ッ
コ
リ 

 

村
山
輝
夫 

大
根 

 

渡
瀬
士
郎 

里
芋 

銅
賞 

欠
田 

基 

水
菜 

 

石
井
美
代
子 

キ
ャ
ベ
ツ 

 

中
尾
正
治 

レ
タ
ス 

 

伊
藤
光
代 

大
根 

 

今
西
康
隆 

チ
ン
ゲ
ン
菜 

佳
作 

岡
本
き
み
へ 

み
か
ん 

 

桜
井
源
一 

大
根 

 

若
林
秀
夫 

白
菜 

 

山
本
恵
子 

大
カ
ブ 

 

冬
柴 

純 

か
ぼ
ち
ゃ 

  

三
世
代
ふ
れ
あ
い
事
業 

 
 

餅
つ
き
大
会 

開
催 

１２
月
８
日
（
土
）
師
走
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

恒
例
の
三
世
代
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
を
、

約
２
５
０
名
の
参
加
を
頂
き
、
盛
大
に
開
催

致
し
ま
し
た
。 

午
前
中
、
亀
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
総
勢

３
７
名
）
の
演
奏
（
北
国
の
春
、
北
酒
場
、

川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
花
は
咲
く
等
）
に
合

わ
せ
、
校
長
先
生
の
他
、
遠
方
よ
り
駆
け
付

け
た
部
員
の
ご
父
兄
・
同
輩
・

先
輩
ら
と
会
場
の
方
々
も

一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
そ
の

横
で
は
、
幼
児
や
子
ど
も

ら
が
竹
馬
・
コ
マ
・
魚
釣

り
等
の
昔
遊
び
を
、
地
域
の

高
齢
者
の
指
導
で
遊
び
ま
し

た
。 １１

時
頃
か
ら
、
餅
つ
き
が
始
ま
り
、
５
種

類
の
お
餅
を
参
加
者
皆
さ
ん
に
食
べ
て
頂

き
、
午
後
は
集
会
室
で
、「
亀
山
絵
本
と
童
話

の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
や
ジ
ャ
ン

ボ
紙
芝
居
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

鈴
鹿
保
健
所
の
ご
指
導
に
よ
り
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
に
は
特
に
注
意
を
払

い
、
検
便
・
マ
ス
ク
・
手
袋
・
手
の
消
毒
等

万
全
の
処
置
を
と
り
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 

７０
余
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
１
週
間
を

超
え
る
お
手
伝
い
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
い

ま
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

ʹ

 

１１
月
１５
日
、
す
ば
ら
し
い
天

気
に
め
ぐ
ま
れ
、
大
型
バ
ス
ほ
ぼ

満
席
の

４８

名

参
加
で
、
美
濃

市
の
う
だ
つ
の

あ
が
る
町
並
み

の
散
策
と
犬
山

城
の
旅
を
開
催

し
ま
し
た
。 

地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

さ

ん

の

案

内

で
、
旧
今
井
家

の
、
江
戸
時
代

商
家
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る

所
を
見
学
し
ま
し
た
。 

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
館
で
は
、
多
く

の
あ
か
り
ア
ー
ト
が
展
示
さ
れ
、
癒
し
の
空

間
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
む
く
り
屋
根
の
浅
田
屋
に
て
懐

石
料
理
を
戴
き
ま
し
た
。 

国
宝
犬
山
城
は
、
天
守
か
ら
の
眺
め
は
ま

さ
に
絶
景
で
、
周
辺
で
は
城
下
町
の
古
い
町

並
み
や
、
観
光 

施
設
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。 帰

り
の
バ
ス
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛

り
上
が
り
、
地
域
の
皆
様
と
の
親
睦
も
深
ま

り
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 ご

参
加
し
て
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 
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Ǌ ǉǈ ƿ ǀ́ ˗̂˨ˮʺ͋ͮ̈́ ᾳ 

˸̌˸̰̌ͨͮ Ӂ ƿ ǊỰ ǀ 

ǉ ǈǍ ƿỰǀˎ˶ˮ˙̂ц̎ 

Ǌ ǈǍ ƿỰǀ ˲ʹ͕̻ͮͮ̓ʺц̎ 

◆  
Ǌ ˯ Ӂ˛˪ˈ̏ˈˑˈˑ̰ͨ

ͮʯǈǈ ǉǉ ƿ ǀ˳ʹ͔̪͊ͮ̈́ͦ

ͤ͑ ʺ˙̗˯̌̏ ᾳ̖ ˛̃̂˛ˣʰ

͔ͦ˯ḃ̓˟˪ ̖ᶺ˞˙̗ˤ̎ʯ⌂ᴟ̖

˛̗ˤ̎ʯ Ῠ ː ˌ̂˟̗˫˛ˣ  h

 


